
 

 
「情報社会の発展に積極的に寄与する」態度を育む教材の検討	
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概要	

学習指導要領が改訂され，順次移行される。高等学校ではプログラミングは必修となり，小学校でもプログ

ラミング教育が実施される。高等学校の学習指導要領改訂に伴い，授業内容の再検討が課題となる。今回は

既存の高等学校情報科の教育課程である「社会と情報」の単元において具体的なデータを分析する技術を身

につける内容の授業を行った。これは新設科目である「情報 I」において身の回りにあるグラフや統計のデ

ータを分析することを通して「情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態

度を養う」ことを目的としている。この実践では評価の手法も検討した。また，高等学校の理科科目の一つ

で「化学基礎」の内容に則ったプログラミング教育の実践を行なった。情報科と理科との関連した授業を行

い，教科の関連性による教育課程を検討した。これらの実践の詳細と考察を示している。	
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I	はじめに	

	 平成 29 年及び 30 年に学習指導要領が改訂され，順

次移行される流れである。その中で，小学校において

はプログラミング教育が導入される。ただし，プログ

ラマーを養成する為等の専門教育ではなく，論理的な

思考を身につけさせることを主旨としている。考え方

を身につけることで，自分のやりたいことを行うため

の道具になりうるものである。	

	 プログラミングは中学校では技術・家庭科において

コンピューターの分野で，高等学校では情報科におい

て行われる。高等学校の情報科では科目が変わり，現

行課程の「社会と情報」「情報の科学」から「情報Ⅰ」

「情報Ⅱ」となる。今までも論理的な思考及び問題解

決的な思考を養成するということでプログラミングを

含んだ教育は高等学校の課程において存在していたが，

必修ではなかった。また，東京都の 2016 年の教科書採

択率を例にするとプログラミングを含む「情報の科学」

を採択している学校は 40%程度であるという。ここか

ら現在の高等学校の教育課程においてもプログラミン

グを学ぶ機会のある生徒は限られていると言える。今

回の学習指導要領の改訂により「情報Ⅰ」が必修とな

りプログラミングを含む。さらに情報通信ネットワー

クを利用し，情報を適切に収集・分析する力も必要と

されている。今回は令和４年度から実施される教育課

程を意識し，現行の課程に付け加える形で実践を行な

った。本実践で取り上げる教材は新学習指導要領に示

されている「情報と情報技術を適切に活用するととも

に，情報社会に主体的に参画する態度を養う」ことを

意図している。実践として「情報社会の発展に積極的	

	

に寄与する」態度を育む教材を検討することとする。	

この態度を考える際に宮城県総合教育センターが示し	

た、情報活用能力観点別到達目標を参照している。	

	本実践では「情報活用の実践力」と「情報の科学的な

理解」の項目において検討する。これに「情報社会に

参画する態度」も加わるが，２つの項目に限定した。

理由を示す。まず，「情報活用の実践力」では情報の整

理，分析，判断の観点に注目したが，情報化社会にお

いて情報を正しく手に入れ分析する力は必須であるし，

情報社会で生活するためには重要な事項と考えたため

である。さらに，「情報の科学的な理解」の項目におい

ては，情報技術に対し基礎的な理解や正しい知識を持

って情報社会で活用することのできる能力を育成する

ことを念頭に置いている。この項目ではプログラミン

グに係る項目を扱う。今回の学習指導要領の改訂にお

いて，プログラミング教育については十分に議論すべ

き事項となっている。以上の理由よりまず２つの項目

に注目することとした。情報活用能力やそれを身につ

ける態度を育成することを総括して「情報社会の発展

に積極的に寄与する」態度と考える。これを示すため

に現行の教育課程の内容を新学習指導要領の内容に解

釈して授業実践を行うことにする。また，他教科の知

見からも情報科を捉えるようにした。	

	

Ⅱ	本校の情報科における指導の実態	

	 はじめに，現任校のカリキュラムを確認する。本校

は全寮制の普通科高等学校であり、１年次は「情報の

科学」（選択）と学校設定科目「コンピューター」（必
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修）をŧ修する。˹年次は「社会と情報」（必修）をŧ

修する。なお，学校設定科目のコンピューターは主に

基礎的な��コンưßの取ƀを目的にしている。１年

次ではコンピューターの基礎的なưßや基礎知識を習

ƀし，˹年生では情報社会と_のように関わるか考え

るような指導を行なっているとこxである。	

	 また，本実践ではプログラミング教育の観点でも教

材を検討するが，理科を例に考察するŀˢがあるので，

本校における理科と情報科のカリキュラムをʃ１にƩ

ʸする。	
ʃ１˶本校の理科・情報科のŧ修年次	

年次	 理科	 情報科	

1 年	 化学基礎	 ２単Ú	

生Ș基礎	 ２単Ú	

（情報の科学）	 ２単Ú	

コンピューター	１単Ú	

2 年	 Ș理基礎	 ２単Ú	

化学	 	 	 ˹単Ú	

	

˹年	 （Ș理）	 ４単Ú	 社会と情報	 ２単Ú	

（	 ）は選択もしくはコースによってŧ修する科目。	

	 本ȸɄでは社会と情報をŧ修している˹学年の生徒

˿ĥ（ȢŎ˻ĥ，ŋŎ４ĥ）と情報の科学・コンピュ

ーター及び化学基礎をいずれもŧ修している１学年の

生徒（ȢŎ˼ĥ、ŋŎ˽ĥ），を対ʧとする。	

	

�	社会�情報における授業実践x情報X]の実践4の

jZ�"y	

z	 実践の`的	

	 本実践ではɊ˹学年現行課程の「社会と情報」の中

で行い，主に新学習指導要領における「情報社会の発

展に積極的に寄与する」ために教材を通して，グラフ

な_から情報を整理・分析をし，判断にɬげる力を育

成することを目的とする。	

{	 63のVF	

	 教科書に示されている単元を総合的にɟn合わせて，

一つの単元をǨ成した。本校では東京書ɓの「社会と

情報」を用いている。Ǩ成をʃ２に示す。	

	
ʃ２˶単元のǨ成（˻ǅ˘扱い）	

ǅ˘	 内容	

１	 ʃおよびグラフのșƂや用いるときの注意点を理解する

こと。 
２	 グラフを変形することによってĜけ手にǩ;な�©ー�

を与えることに注意すること。 
˹	 実際のデータを，学んだことを基に分析すること。 
４	 ºǅ˘目でまとめた内容をȅć。再分析 
˻	 �ンターネットを用いてグラフを検ɛ、分析すること。自

分で集めたグラフの言いたいこととșƂを±¥ートにま

とめること。 
	ŷĀは±¥ートのまとめと発ʃのǅ˘をÄ定してい

たが，ʿ中でデータの分析に重きを置く観点で単元を

˄める方˔に変ǈしたため上ʔのような単元の設定と

なった。４ǅ˘目は˹ǅ˘目で分析したグラフを教ĭ

がȅćし，課題を示して生徒に再分析をさせた。	

	 新学習指導要領の要ɚを取り入れるため，評価方法

及びデータの検ɛ方法と利用の方法にȤ意して単元を

Ǩ成した。șにネットワーク上のデータ¤ースを活用

することとそこからƀられる，ÒƋのデータではなく

実際の統計データを用いて分析することにȤ意してい

る。まずはデータをʡむための基礎知識としてグラフ

やɒ単な統計ë（平ĺë・Ǌņë・Ǌ小ë・中ŉë）

について基礎知識を確認したż，�ンターネット上か

ら½適切なʃ現をしているグラフについて取り上げ，

問題点を指Ưさせることで，情報をしっかりʡむこと

を指導している。そのż，新ɶや�ンターネットな_

から実際の情報を選択し_んなことがʡn取れるかを

分析させた。	

|	 m2MWの検討�実践の指導MW	

	 今回の授業実践にŷたって，より具体的な学習の目

的とɡǛをǂ確に示す目的で，評価方法についても考

察した。Ōめに，宮城県総合教育センターが示す情報

活用能力の到達目標の項目の中で情報活用の実践力で

ある「収集した情報に対してƖ判的な思考を持X整

理・分析・判断することができる」という点及び，情

報社会に参画する態度である「自らの情報活用のÌ方

について適切な評価や改İの方法を考えることができ

る」という項目にȴ目し°ー¢リックを設定した。ʃ

˹を参照のこと。具体的な評価項目は新学習指導要領

を参考にし，新しい観点にて評価を行うことにした。

評価の手Ǵの一つとして¥ートフ�リ�形Ŵのワーク

�ートを用いた。授業内容Mとに目標となる観点を設

定しワーク�ートにǂʔし，_のような取りɟnを行

うかを生徒にも確認できるような形にした。Ƕǅ˘の

実習のƎƋやわかったことをƢりʻりとして書いても

らい，そのコ©ントと実際の実習の報ĩをプリントに

まとめてもらったものを総合して評価した。	

	 Ģǅ˘の生徒に示した目標，授業ɵが定めた評価の

観点，評価基Ȋ（˹Ǵ˜で設定）を示し，生徒のコ©

ントと考察をする。なお，本Ƹの評価基Ȋはǧb学習

内容に到達していると認められるB評価を示している。	

（A 評価は学習内容を十分に理解し発展的な内容も含

んでいるという観点で設定していたので今回はĉƍす

る。）また，ŷĀの指導ˆ程と変ǈしているので本分析

は４ǅ˘目までの授業内容と全体のまとめを示してい

る。以¼にĢǅ˘の¥ートフ�リ�に示した目標，評

価観点及び評価ʈȊを示した上で，この目標に対する

生徒の書いたまとめをƛɕし分析と考察を加えていく。	

目標にŷたるˍ分はワーク�ートに示している。	

	
ʃ˹˶本単元の°ー¢リック（˻ǅ˘扱い）	

ǅ

˘	

１ǅ˘目	 ２ǅ˘目	 ˹・４ǅ˘目	 ˻ǅ˘目	

目

標	

教科書のʃ

およびグラ

フのșƂや

用いるとき

の注意点を

理解するこ

と。	

グラフを変

形すること

によってĜ

け手にǩ;

な�©ー�

を与えるこ

とに注意す

ること。	

実際のデー

タを，学んだ

ことを基に

分析するこ

とができた

か。	

自分で�ン

ターネット

を用いてグ

ラフを検ɛ、

分析するこ

とができた

か。	

観

点	

>主体的に

学習に取り

ɟむ態度? 
データをʃ

現，ʀ積する

ためのʃし

方と，データ

を収集，整

理，分析する

>思考・判

断・ʃ現? 
ʃやグラフ

の形は容ǃ

に加ũがで

き，都合のい

いようにʃ

現できるこ

とを捉える

>知識・技

能? 
əō体のデ

ータよりデ

ータの集ま

りを収集し，

ș Ƃ を 整

理・分析及び

ɡǛのʃ現

>知識・技

能? 
情報�ステ

ムよりデー

タの集まり

を収集し，ș

Ƃを整理・分

析及びɡǛ

のʃ現の方
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方法につい

て関ƃを持

X今żの学

習にźɆて

ようとする。	

ことができ

る。	

の方法を適

切に選択・実

行し，評価で

きる。	

法を適切に

選択・実行

し，評価でき

る。	

評

価	

基

Ȋ	

ǩ;なグラ

フとșƂが

あり、注意事

項な_につ

いてƎƋが

ʼべられて

いる。 

「いい加ȇ

な」グラフに

対して言及

しているʔ

ʼがあるこ

と。 

データを選

択でき，デー

タのșƂ，課

題点をņま

かに捉える

ことができ

ている。	

ǩ;なグラ

フとșƂが

あり、注意事

項な_につ

いてƎƋが

ʼべられて

いる。	

	さらに，情報活用能力の到達目標において，情報活用

の実践力である「収集した情報に対してƖ判的な思考

を持X整理・分析・判断することができる」（以¼評価

2）という点は主にʃ˹の２ǅ˘目に対ƅしている。

情報社会に参画する態度である「自らの情報活用のÌ

方について適切な評価や改İの方法を考えることがで

きる」（以¼評価3）という点は主にʃ˹の１ǅ˘目に

対ƅしている。ただし，これらの観点は知識や技能的

なものも含めて全ǅ˘で評価する形をとる。のXの項

目でもこの評価を用いるので，以¼のʃ４に整理して

おく。 
ʃ４˶評価の整理	

m2	収集した情報に対してƖ判的な思考を持X整

理・分析・判断することができる 
m2
自らの情報活用のÌ方について適切な評価や

改İの方法を考えることができる 
	1�４で言及する授業実践では主にワーク�ートを用

いて授業を行った。情報社会の発展に寄与する態度を

育成する観点で情報の整理，分析，判断をする力を育

成する手Ɇてとしてワーク�ートのȅć指導，ĝ頭に

よる指導，小テストの実施・ȅć指導を一ʨして行っ

ている。具体的にはŖ観的な˓をƘƮできるƶëや変

化の具合がわかりやすいǊņëとǊ小ëやそのūに注

目することをɭりʻしŶʣして指導にあたった。	

}	 授業実践z	

	 授業実践導入ˍのまとめである。導入ˍでは「主体

的に学習に取りɟむ態度」の観点を主に評価すること

にした。導入ˍ分で内容にɺĪ関ƃを持X，主体的に

学習に取りɟむことをǍŻしている。内容はグラフの

Ɂ˫，極Ɉなデータやグラフの分析や考察である。一

ǅ˘目はǩ;なグラフやƶ学の基礎的な統計をƁ習し

た上で，ƶë（テストのƀ点）を示した一ʋʃを示し

た。平ĺ点はĤじになるが，ȕ方のクラスは点ūが極

Ɉにņきいというような設定をした。これはÒƋのデ

ータであるがこのようなデータの平ĺ点は信˩できる

か考えてもらった。今回は言及しなかったが，ĈƬǔ

Óとして１ɟも２ɟも全くĤじ内容のテストを行った

とƋ定している。 
	 テストの点ƶ 

ȦĠ １ɟ ２ɟ 
１ 90 50 
２ 90 50 
˹ 10 55 
４ 10 45 

平ĺ点 50 50 

このようなʃを示した上で，以¼の問いを課題とし

た。	

問	 ʘ˰において１ɟと２ɟの平ĺ点は_うです

か。 
あなたがこのデータをnるɆŀなら平ĺ点は参考

になるだxうか（ʃ現は一ˍ改訂）	 
 このǅ˘の対ʧ生徒は 9 ĥであり，ʃには課題に対し

て参考になるかħかをɍえたƶをまとめている。ǵƶ

自体は小さいが，「なる」と「その他」が˹Éずつとい

うɡǛであった。	

なる	 ならない	 _Xらとも	 その他	

˹	 ２	 １	 ˹	

以¼に理由をまとめた。	

参考になる	

平ĺëの他にǊņëやǊ小ëがあれeŤしは参考にな

る。	

平ĺë以ńのことを考えようと思うとこのようなʃと

平ĺ点は参考になる。	

参考にならない	

平ĺëだけでは�ラ�キが確認できない点。	

点ƶが取れるÉだけとって，ÛいÉが¼げている。	

đ分はあっていると思って信用しきらずに参考程度に

考えていいと思う。	

_Xらとも言えない	

Ĥじ平ĺ点でも中身を知らないと認識がȧなる。�ー

ス���ースで参考にするとɻい。	
.ʔʼにƅじて回ɍのʃ現を一ˍɋɵがɪ集している。	

	 「参考になる」とした生徒は他の統計˓を考えると

いうǔÓ付きで参考になるという見解を示した。一方

で，「参考にならない」とした生徒は平ĺ点や�ラ�キ

といったデータの内容についてʼべていた。「_Xらと

も言えない」とした生徒は�ース���ースで参考に

すべきとしている。ƙげかけは「参考になるか」とい

うȌȑとしたものになったのはęȰのÞĹがあるが，

Ģ;のɆŀでデータを解釈していることがわかる。	

	 Ɇŀはȧなっているが，「平ĺ点」以ńの統計˓を用

いてʄƶの要ɚから判断すべきという見解を持ってい

ることがわかった。以上からデータを分析し自分なり

のɍえを持つことがデータに関ƃを持つ一ǲであると

考える。さらに生徒がワーク�ートに書いたまとめの

内容を示す。	

ワーク�ートより１ǅ˘目のまとめ（ƛɕ）	

・ 小中学校でɶいたことのあるグラフがたくさんü

てきました。	

・ グラフの中でもŀ合にƅじてàい分けるものがあ

ることがわかった。	

・ _の形がわかりやすいか，正しいかな_，Ǹにして

なかったことを知れた。	

	ƎƋでは「ƶ学で習った内容がüてきてǦしかった。」

「基礎知識が再確認できた。」な_というƶ学の内容を

思いüしていて，ɺĪを持ったというʔʼが認められ

た。教科との関連をしっかりと行っていくことが学び

にĦかうņ切な要ɚであることがわかった。	

	 ただし，単に知識のƢりʻりになっているので，ʖ

断的評価としてグラフや統計の用ʞや�©ー�な_事
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Ĉに持っている知識を確認した上で，授業を展˗すべ

きであった。加えて，扱う統計˓の検討すること，ƶ

学科な_との関連を考Ƒした統計分野の確認な_にǅ

˘をもうŤしĉくことができれeさらにȄい観点から

情報を分析することができると考えられる。	

	 評価3の観点からすると，ワーク�ート１ǅ˘目の

まとめの¼ɩˍから解釈をするにあたり，「ŀ合によっ

てàい分ける」ということは情報の活用をするにあた

り重要なʉ点である。また授業のまとめとして±¥ー

トに「あまりグラフに対してǸにしたことがなかった

ので，これからグラフをàうことがあれe内容によっ

て_のグラフをàうかしっかり決めたい」というʔʼ

もあった。しかし，これ以上具体的なʔʼをƀられな

かったため，ǈにグラフをàい分ける必要性のある教

材のƬ示にũňが必要であった。情報の活用に関する

関ƃのˍ分は，Ǌ小限は学べたと考察する。	

	 ２ǅ˘目はǷ率の合っていないグラフやɆ体グラフ

な_ʟ解をƞくƉれのあるグラフのɝËをしてからプ

リントにて，グラフを分析する実習をした。生徒はグ

ラフには正確さがǮけるものがあることにǸ[いてい

たと評価される。また，自分が発信ɵのɆŀにɆって

いるʔʼもあった。これは B 評価の項目に加え，「自

分の行čと関連[けているʔʼ」を加えて設定した A
評価にŷたるまとめである。生徒の中には「発信ɵ」

を意識したよりȄい認識ができた生徒もいたǅ˘であ

った。２ǅ˘目の実践のまとめを¼に示す。まとめˍ

分の¼ɩˍより評価3の観点はȉたす解ɍがƀられた。

評価2の観点においてはƬ示したʬƹにおけるグラフ

の「おかしさ」とそのÌɟnにǸ[いたようである。	

ワーク�ートより２ǅ˘目のまとめ（ƛɕ）	

・ 見にくいグラフはßらない，ɡǛをわかりやすくす

るために必要がなさそうな解ɍをŊくすといったũ

ňをグラフをßる機会があれeǸをつけたい。	

・ グラフはƶŏとグラフのǷ率が合わないのに˕ʊ

であっているように見えることがわかりました。	

・ 実際にはあまりƶŏの変化がないのにņげさに目

Ɇたせていてある意ĪˢȪかった。	

	ワーク�ートのまとめより，情報の活用や分析は情報

のĜけ手だけでなくʽり手のɆŀにɆってという観点

でも十分注意することがわかったと言える。	

~	 授業実践{	

	 実践の中ƃにŷたる˹，４ǅ˘目のグラフを分析す

るŀˢでの実践の報ĩをする。˹ǅ˘目は新ɶや˟ʜ

にʸっている実際のデータを分析する活čを行なった。

このǅ˘の到達点は身の回りの©デ~}から情報をƛ

きüし，ʡn取ることができることを意図している。

実際に生徒にグラフを分析させ，グラフからʡn取っ

たことをプリントに書いてもらった。これらのプリン

トを回収し，Ģ;の生徒の分析具合にƅじ課題を課し

て，４ǅ˘目に再分析を行なった。分析の観点は今ま

で学習したことを生かしているか。具体的には4グラ

フのɁ˫やșƂに注目できていること。5Ǌņë，Ǌ

小ëな_のƶëに言及して分析しているか。という観

点で評価した。 
	 生徒 A の事例を示す。生徒 A はǻď新報の新ɶʔ事

である「ĔłĠの取ƀɵƶ」のグラフについて取り上

げていた。以¼にプリントのƛɕを示すが，これは４

つのķ（}©リカ，ˣķ，���，ƿ本）のĔłĠ取

ƀɵƶと取ƀ年をƚれɩグラフにてʃしたものである。

生徒 A の分析内容の一ˍƛɕである。以¼に示す。 
ķが４つあるとǷべやすくてɻいと思う。	

はっきりとした細かいƶŏがないので実際のūがわか

りにくい。	

	この生徒は４つのグラフがǷʷに適していることを

指Ưしている。また，グラフの目Ȭりがɖく細かいƶ

ŏにȴ目することには適さない点もʼべている。よっ

て，4の観点はȉたしているが，ƶëの言及がないた

め5の観点はȉたしていない。この生徒に対し，グラ

フのƶëのʡn取り方を具体的に示し，ʡn取るよう

に指示をüした。この指示を次回の４ǅ˘目の自分の

分析した情報を再分析する際の課題としている。	

課題：_のķが_れくらいでŅいか	

_のķが_れくらいでŤないかをǹめなさい	

	

	

	

	

	

	

	
図１  生徒 A のワーク�ートに対してのコ©ント  

 
 
 
 
 

 
図２	 生徒 A に対しての課題のƬ示  

 
このような課題に対し次のǅ˘に生徒Aがグラフを再

分析をしたコ©ントを以¼に示す。 
（	 ）はɋɵの加ɋ 
ɔķとˣķがよくŁえているのがわかる。 
șにˣķが（2000 年度と 2016 年度をǷʷして）130
ÉくらいŁえている。 
ʾにƿ本は 145Éくらいから 135Éくらいに¼がって

いる。 
このグラフはǊも×び率が高いˣķにȴ目し，実際の

ƶŏに言及している。また，ĔłĠ取ƀɵがȇってい

るƿ本にもȴ目し具体的なƶëをʼべられている。 
	 このような方法で生徒のȴȳ点を示すとより細かい

分析ができるようになった。 
ワーク�ートより˹ǅ˘目のまとめ（ƛɕ）	

・ ʄƶのデータをüすことでǷべやすいが１つずつ

でもはっきりしたƶŏをüしてあげないと分かりず

らい。	

生徒Aのワーク�ートに示したƢりʻりのɡǛである。

Ĉ回の授業で分かりにくいグラフの例でƶëʵの目Ȭ

りがɖいものはƶëがǇǄになりやすいというʠǂを

していたがこのことをもとにグラフが分かりにくいこ

とを指Ưしていた。	
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�	 授業実践|	

	 単元の˻ǅ˘目以˚のまとめにŷたる実践の分析を

行う。˻ǅ˘目は実際に�ンターネットを検ɛし，統

計情報を一つ選び分析し，ワープロ�フトにグラフを

ʫり付け，ʡn取れたことをまとめるという内容で行

なった。これは情報の検ɛすること，分析すること及

び今まで学んだ情報の分析方法を総合して行えるよう

なまとめの実習としてのÚ置付けとした。分析するグ

ラフはŷĀƳű統計のデータ¤ースである「e��tat」

から検ɛ・利用するとしたが，Ĵˠがあったため，�

ンターネット上の_のグラフを用いてもɻいことと°

ー°を変ǈしている。「e��tat」を用いることがˠしか

ったĕĳに以¼のことが考えられる。まずは，ưßの

Ì方がʄ˟であり，授業ɵもàいこなすことがˠしか

った。よって，「e��tat」自体のàい方や実際に決めら

れた分野の中から任意の統計を検ɛするような実習を

導入する必要があると考えた。はじめは検ɛすべき情

報をkl決めておき，Ž;に検ɛすべき情報のɐĵを

Űげるといった小ステップが必要である。また，�ン

ターネット上の情報は，かなりŅくまたはŰい情報を

含んでいるため，生徒が_の情報が_のくらい必要か

を定めることがˠしかったと考察する。	

	 この点においてもŌめのうXは，ある程度統計の�

«ン°をこXらでɢっておくような手Ɇても必要であ

ったと考える。また，�ンターネット上のグラフを分

析した本ǅ˘で課題としたフ|�°も確認したが，単

元の˹@４ǅ˘目に示したグラフを分析する観点を示

されていたものがŤなく，Ĉ回の内容を十分にʳまえ

ているとは言いˠい内容であった。	

	 このことをʳまえて情報を分析する力や検ɛする力

はȷいǅ˘で身につけることはˠしいと考える。よっ

て，このような力をつける方法として，ある程度のǍ

˘を設けɥɦ的な指導をする必要があると考えた。こ

のɡǛをĜけて単元のɞÃżも授業の中でグラフを分

析させる形Ŵの小テストによってɥɦ的に指導した。	

	 このǅ˘の生徒のワーク�ートのƢりʻりは以¼の

ようなものであった。	

ワーク�ートより˻ǅ˘目のまとめ（ƛɕ）	

・ グラフをʡn取る力が必要とされる課題なので正

しくʡn取れているか½Œ-	

	このǅ˘は生徒のƎƋのʔʼがŅかった。ƛɕしたコ

©ントを分析すると，グラフをʡn取る力を身につけ

るためには課題があることが示すことができた。	

	 このǅ˘における課題点は�ンターネット上から統

計ʬƹを検ɛすることがˠしかったことである。Ǌņ

の理由としてはƳű統計というʄ˟でかつņ˓のデー

タをʀえているŀƓから�ンターネットɠ由で情報を

取Ƥ選択及び加ũをするということを一切ʓɫせずに

本ǅ˘で課題を示したことである。情報˓のŅいデー

タ¤ースを扱う際の指導をしっかりと行うことが必要

であった。このことは指導の手Ɇてを含めて新学習指

導要領の内容を扱うにあたり課題となると考察できた。	

	 Ǌżに，この単元のまとめをワーク�ートにて行っ

た。観点は「情報と情報技術の適切かつČǛ的な活

用とǌましい情報社会のǨɑについて考察できた。」

という点である。 
まとめのƎƋ（ƛɕ）（	 ）はɋɵによる加ɋ。	

これから自分がグラフやデータをʡんだり扱う上でȤ意したいこと。	

・ グラフのĉ合をǷʷしながらグラフを見れるよう

になりたい。	

・ ëだけでなくそれらをǷʷすることでよりŅくの

情報がƀられる。	

・ ˠしいことが書いてあったりすることがあるが，自

分なりに解釈してʡn解くことがņ切。	

・ 見やすいグラフ、Ƿʷしやすいグラフを©�ンにÝ

を見るためのグラフなのかを分かりやすく、もしß

るǅがあれeǸをつけたい。	

	学習を通してǷʷすることや自分なりに解釈するこ

とがņ切な_というȤ意点を示していた。一方で自分

が情報の発信ɵになる際はわかりやすくʃ現すること

にȤ意するという発信ɵíのʉ点にɆったコ©ントも

見られた。情報を分析することを通して発信ɵ，Ĝ信

ɵ¿方のɆŀで_んなことにȤ意すべきかをǧb理解

できたと思われる。一方で，これらのコ©ントのŅく

は学習żのƢりʻりが©�ンとなっているため，学習

内容についての事Ĉ知識を問うことや，Ģǅ˘でÝを

学んだかをしっかりワーク�ートに示すように指示す

ること及び，本ǅのgりʻりのǭをわかりやすく設定

することが具体的な理解をȄめることとなると考える。

今回の評価法は単なるƢりʻりのワーク�ートをǶǅ

˘用いて，Ģǅ˘のƎƋを見られるようにしたが，ɥ

ɦ的に行ったことをʀ積し今żの学習を行う指˔とで

きるよう一ǚ¥ートフ�リ�（OPPA）による評価な

_を今ż検討していくことで生徒の理解や情報社会を

捉えることがさらに具体的になってくるのではないか

と考察する。	

�	 授業実践}	

	 この単元ではǶǅ˘の授業˗Ōǅに小テストを行

った。形Ŵはグラフを分析するʔʼŴのものである。

情報を分析するにあたり評価する項目を示し，Ǌņ �

点になるような加点方Ŵの小テストとした。評価の観

点は以¼の˻つ（ʃ˻）である。採点法は一項目をȉ

たしているものにつき１点の加点とした。ʃ４の基Ȋ

はǶǅ˘小テストを実施する際に生徒に示しており，

これに照らし合わせ採点・評価をしている。この小テ

ストは情報科の学習指導要領の観点から評価を示すと

ʃ˼になる。	
ʃ˻˶小テストの評価基Ȋのƛɕ	

１˶Ǌņë・Ǌ小ë・平ĺëな_のëについてʼべていること。	

２˶項目をǷʷしていること。（_んな項目でもɻい）	

˹˶グラフから_んなことが言えるかMくɒ単にでも書いてあるこ

と 
４˶自分の考えを自分の言ɾで書いていること。 
˻˶グラフのʡn方やƸŏ（ȍŏのʟり）にņきなʟりがない	

ʃ˼˶小テストの°ー¢リック	

>知識・技能? 
グラフをʡn取りəōデータの集まりを収集し，șƂを整理・分析

及びɡǛのʃ現の方法を適切に分析・評価し，考察できる。	

評価基Ȋ：ʃ４にまとめた˻つの項目のうX，４，˻をȉたすこと

をĈƬとし，１@˹Ȧ目の項目のうX一つ以上言及していること。 
		観点設定の理由は，まずはƶëに注目すること，こ

れをǷʷすることでõ通点やȯˉ点を見いだせると考

えたため項目１と２を設けた。また，書くべきことが
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わからない生徒にも対ƅする点でもƶëを示すことを

重ʉしている。一ȦņきいものやそのʾはǊも目につ

きやすい。項目の˹と４はまとめである。ƸをɟnɆ

てなくてもɎǔ書きでもĞとしている。Ƹでまとめる

ことは重要であるが，まずはŤない言ɾでもわかった

ことをまとめることに重点を置くために「Mくɒ単に」

とした。à用したグラフはǅ˘によってȧなり，Ǣグ

ラフからƚれɩグラフ，ùグラフǩ;なグラフをà用

している。このテストは単元の実践中はǶǅ˘行った。

小テストをɭりʻし行うことでŤしずつʔʼできる力

を育めることを意図した。また，°ー¢リックより評

価の˻つの項目のうXグラフのʡn取る知識・技能に

よるものは１@˹までの項目であり，_れか一つでも

書けていれe，学習の目標に到達するとnなした。４

と˻はƸɇʃ現の技能であるが，Ƹɇʃ現の技術とい

う観点で小テストでは点ƶ化している。	

	 ここで，生徒 B の解ɍ事例を示す。1 回目の小テス

トはùグラフの分析を小テストとしてü題した。図˹

のようなグラフを分析させた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図˹�  １回目の小テストで用いたグラフ  
ü÷は˲取県の HP 
 
	 ʃ˻における評価の観点において生徒 B は，ëにつ

いては一点のn示していた程度であった。 
10%を上回っているのは４つある。	

		この生徒を含む全生徒にグラフをʡむ手Ɇてとして，

評価の観点をĝ頭で改めてʠǂするとともに，具体的

に次のǅ˘に行った小テストにおいて¼の観点を具体

的に示した。１の観点においては必ず具体的なƶŏを

「ë」としてʔʼすること。項目のƶŏを実際にǷʷ

することをʠǂした。ǊņëやǊ小ëな_はグラフか

らǷʷ的容ǃに見つけることができる˓である。なお，

グラフは図４のものを用いた。小テストではたくさん

のグラフをʡn解くことでɼ;なɁ˫のʬƹやʡn取

り方があることを認識してもらうためǶǅ˘ȧなるɁ

˫のグラフをà用している。	
１˶Ǌņë・Ǌ小ë・平ĺëな_のëについてʼべていること。	

２˶項目をǷʷしていること。（_んな項目でもɻい）	
				

	
	

	

	

	

	

	

	

	

図４�  ２回目の小テストで用いたグラフ  
ü÷́htt$s���www�yasaina)i�com��ra$h�consum$tion�̂	

	

	 Ĉ回の小テストではやや分析の観点がʱりなかった

生徒 B の解ɍを再び¼に示す。 
196
 年には 12�k� くらいで一ȦŅくて，1961 年は

100k� もʰえていませんでした。	

196
 年以˚から野ɽのȃʪ˓がÛ¼しつつある。	

この解ɍより，Ǌņëの年を具体的に示したこと，統

計を˗ŌしたĀǍの1961年にも注目して100k�をʰえ

ていないことをʔʼしÆつのƶëをÀɆしているʔʼ

をしていた。ŅいïĦの年とŤないïĦの年をǷʷし

ているようなʔʼである。また，ȇŤïĦというïĦ

も示すことができていた。1 回目よりも具体的な解ɍ

が書けたと言える。	

	 生徒Bは今żの小テストでもさらに詳しく自分の意

見をʔʼすることができるようになっている。3 回目

の小テストではȗ˭養頭ƶのƨ移をʃしたǢグラフを

ü題した。ˆĖの学習内容を生かしてƶëを示してǷ

ʷすることから今żのɡǛをÄȈするʔʼも見られる

ようになった。 
	 グラフな_の統計ʬƹをʡn取る際にはƶëに注目

することが一つの方法であると考える。ƶëは˓がŖ

観的にわかるので「Ņい」「Ťない」といったȌȑとし

たǧ念を具体的にできる。さらにƶëをǷʷすること

で「Ņい」なら_れだけŅいのかということが細かく

わかる。ただし，グラフをʡn取らせ，わかったこと

を示すように指示しても，グラフとƶëがɡびつかな

くȌȑと「Ņい」「Ťない」とɍえる生徒もいた。この

ようなŀ合は小テストな_を実施し，ĝ頭やǘ書及び

小テストに採点基Ȋをǂ確にしておくことで生徒はƶ

ëに意識できることがわかった。これが情報のʡn取

りや分析の能力にɬがって行く。	

	 今回のグラフは分Ŭやȯ関な_が見えにくいグラフ

を選定したことも課題であった。ș定の˓についての

ƶëをʣべる指示をするのであれe，ある程度ïĦが

ƪnやすい題材を選定することも重要であることにȤ

意すべきであることは今żの課題である。	

�	 <Nnvに!るeG的�m2	

	 定Ǎʘ˰において，単元の総括としてグラフの分析

のü題を行った。評価基Ȋは小テストとĤǩの観点で

行った。定Ǎʘ˰における°ー¢リックはʃ˽及びʃ

˾に示す。また，Ĉの項目で示したʃ˻全ての項目に

言及することとした。一項目Ǌņ４点で採点しǊņで

20 点を与えるようにしている。また，ʃ˾に示す，ま

とめのコ©ントとグラフを分析する上でのȤ意点をĢ

� 点のˏ点にし，Ǌņで 30 点分を定Ǎʘ˰のˏ点とし

ている。さらに解ɍすべきことをǂ確化するため，Ō

めの設問に「このグラフをʡn取る際にȤ意すること

はÝか。自分の考えを２@˹行程度でまとめよ。」（以

¼問１）というものを問うた。これは今まで学んだ知

識を思いʯこし，グラフを分析するにŷたっての見通

しとするための設問である。問１をʳまえて実際にグ

ラフを分析する（問２）。これをĜけて，学習の総括に

するため，「今学Ǎのグラフを分析する学習を通してわ

かったこと・Ǹ[いたことを自分の考えで２@˹行程

度でまとめよ。」（以¼問˹）という設問も置いた。こ

れでʘ˰の解ɍのȊî，解ɍしている˘の内容，単元
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のƢりʻりを意図している。	

	 今回の定Ǎʘ˰はǍǐʘ˰であり，評定を決めるた

めのʘ˰でもある。今回の定Ǎʘ˰Ĝ˰ɵは 7 ĥ（Ȣ

Ŏ 5 É・ŋŎ 2 É）である。	
	 	 	 ʃ˽˶定Ǎʘ˰の°ー¢リック（グラフの分析）	

>知識・技能? 
グラフをʡn取りəōデータの集まりを収集し，șƂを整理・分析

及びɡǛのʃ現の方法を適切に分析・評価し，考察できる。	

評価基Ȋ：ʃ４にまとめた˻つの項目のうX，全てについて言及し

ていること。ƀ点を考ǜの点ƶとし，一項目Ǌņで４点のˏ点とす

る。 
      ʃ˾˶定Ǎʘ˰の°ー¢リック（単元のまとめ）	

>主体的に学習に取りɟむ態度? 
グラフをʡn取りデータの集まりを収集し，șƂを整理・分析及び

ɡǛのʃ現の方法を適切に分析・評価し，考察しようとしている。 
今までの学習の内容をƢりʻることで，今まで_んなことを学んで

きて，今ż_のように知識を活かすことができるかを考えることが

できる。 
評価基Ȋ：グラフをʡむことで_のようなことがわかったかという

ʔʼ。 
	定Ǎʘ˰では e��tat からɂȘのˬƹ自ɣ率について

の˹年の変化のグラフを題材とした。まずは問１に対

しての生徒の解ɍの一ˍとその分析を示す。	

問１における生徒の解ɍ（ƛɕ・全てȧなる生徒）	

・ 項目MとにǷʷする-4	

・ Ǌņë・Ǌ小ëのū-5	

・ グラフのƶëが本ŷにあっているか-6	

	解ɍの4と5は小テストでŭに示した観点であるた

め，生徒はÄî知識として身につけていた。6の解ɍ

は情報を分析する際に必要な観点である。	

問２の具体的な解ɍはȰȥするが，kとん_の生徒が

ƶëやƶ˓に対するÝらかのʔʼ及びǷʷしているʔ

ʼが見られた。ɭりʻし行った小テストのČǛである

と考えられる。次に問˹の総括の内容を分析する。	

問˹における生徒の解ɍ（ƛɕ・全てȧなる生徒）	

・ テ±�な_で�ッとグラフをüされると見た目の

まま信じきっていた自分がいて́中ȥ̂しっかり

見て行きたいと思います-4	

・ ˕ʊでわからないような˘ˉえがある-5	

・ グラフを分析して自分なりの考えをʼべる事がで

きたと思います。-6	

・ 知りたい内容によってグラフを変えると見やすく，

わかりやすくなることがわかった。-7	

・ それUれのグラフにあった用ʿがある-8	

	ʃ˾の°ー¢リックとともに分析すると，4や5は1

,˹で示した評価2に対ƅしている。収集した情報は見

た目で判断してしまうĞ能性が十分にあることを学ん

だ上でșに4のʔʼはƖ判的に情報を見る必要性があ

ることにǸ[いている。6は評価2と3いずれにも対

ƅする。自分なりの考えをʼべることを学ぶことはわ

かるが，Ɩ判的な思考や情報活用のÌ方について具体

的にʼべることができるような指導のũňが必要であ

る。7と8は情報を活用する際のȤ意点にɬがるよう

な指導をすることが必要である。いずれの例もȄくʃ

現できることがǹめられる。	

	

	

	

�	情報の科学における授業実践x情報の科学的�\k

のjZ�"y	

z	 実践の`的	

	 本実践はɊ１学年の情報の科学において行なった。	

	 実践の目的は「情報の科学的な理解」の項目におい

て，情報技術に対し基礎的な理解や正しい知識を持っ

て情報社会で活用することのできる能力を育成するこ

とである。具体的には身ʺな計ɏや手ɦきの流れを整

理し，ɒ単なプログラムでʃ現することでプログラミ

ングの考え方にʎれることを目的とした授業実践を実

施した。	

{	 w校��の),%+*-%教育の実t	

	 Ōめに，プログラミングの必修化な_も実施される

という点からプログラミング教育の実際について言及

しておく。プログラミングの内容は「情報の科学」で

扱う。対ʧはɊ１学年（14 ĥ，Ȥ学生を含む）の一ˍ

の生徒（11 ĥ）がŧ修する。情報の科学のǅ˘からプ

ログラミングの内容を扱っている。	

	 対ʧの生徒にプログラミングのɠ˰があるかをʭ問

したとこx，生徒 14 ĥ中の � ĥの生徒は中学校Ǵ˜で

ÝらかのプログラムにʎれたことがあるというɡǛで

あった。また，今回実践で用いた �cratch をɠ˰した

ことのある生徒もいた。	

	 新小学校学習指導要領をɠ˰した生徒が高校生にな

るのはまだñのʙではあるが，中学校でもプログラミ

ングをɠ˰している生徒が一定ƶ存在していることを

考Ƒすると教材の選定はȔ考すべきである。	

	 しかし，中学校の技術・家庭のǅƶを考Ƒすると˹

年˘の平ĺǅƶで˃あたり 2�� ǅ˘となる（家庭分野

とƚđする）。技術分野は４つの分野（材ƹ加ũ・l Ǹ・

Ǡļ・情報）全てをɧɯすることを必須としているた

め，十分な基礎知識を身につけたȚ態で高校に˄学す

るかはȨ問である。小学校課程でも新学習指導要領で

は教科としてプログラミングを行うものではないので

生徒の学習ȚǼはĢ小中学校の取り扱いの程度にȮƧ

ã存すると考えられる。	

	 よって，学習ȚǼは生徒によってeらつきがņきい

Ğ能性が考えられる。	

	 プログラミングは宮城県総合教育センターが示す情

報活用能力における「情報の科学的な理解」の項目に

ʚŷし，小学校Ǵ˜では「計ɏの手順やß業の流れな

_をœɡに示す方法がわかる」ことであり，中学校Ǵ

˜では「単ɘなī令をɟn合わせてɒ単なプログラム

をßることができる」ことである。これらを_の程度

高校Ǵ˜になるまで身につけていくかは課題である。

高校では「自分で}°�リ�ムを考えて，ɒ単なプロ

グラムをßることができる。」ことが示されている。ſ

Ǖのプログラミングにもあるような問題解決の手法と

いう要ɚもʳʅしつつ，それを考えるためのプログラ

ミングの思考を身に付けることをƋ定した。 
	 これらのことをʳまえて授業をɟnɆてた。 
|	 授業実践~	

	 本実践は４ǅ˘程度の単元Ǩ成である。情報の科学

のけるプログラミングの単元である。ここでは，身ʺ

な計ɏや手ɦきの流れを整理できること，ɒ単なプロ
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グラムでʃ現できること及びプログラミングの考え方

にʎれることを目的としている。単元Ǩ成をʃ˿に示

す。	
	 	 	 	 ʃ˿˶情報の科学単元Ǩ成	

１ǅ˘目	 スクラッ�にʎれるǅ˘	

２ǅ˘目	 順次Ǩˁと計ɏ（ˢ積・体積）	

˹ǅ˘目	 順次Ǩˁと計ɏ（ȃʪɀ率）	

４ǅ˘目	 分ŨǨˁ（ʮ点のû理，ņきいƶ）	

	本実践では �cratch を用いた。選定の理由は小中学校

で学んでいて知っている生徒も一定ƶいると考えられ

ること，¢ロックをɟn合わせるだけなので思考の手

順が見えやすいこと，°ープû理，ǔÓ分Ũな_基本

的な内容を，理論をもって学べることである。�ース

コー�を画ˢに示す機能もあるので，¢ロックの形

（��I）からコー�の形（��I）iの移行も行いやすい

点でも高度なプログラミング教育にɬがることも利点

である。	

	 授業の˄行はテキストやプリントをß成した。まず

はプログラムのǨˁにʎれてǰしかったので，テキス

トにʸっているプログラムをȲØすること，ǩ;な画

ˢをʎってnるǅ˘を設けた。	

	 Ņくの生徒はグラフ~ックのɼや内容を変えるưß

を行なっていたが，実際にテキストの内容のプログラ

ムをȲØしてßる体˰をしていた生徒もɅえた。	

	 そのż，いくつかのプログラムの例を示し，実際に

プログラムをɟんでもらった。ɒ単なプログラムをɟ

む体˰をすることでプログラミングに対してのɺĪ関

ƃを養うきっかけにした。具体的にはƶëを入力して

ˢʩや体積を計ɏさせるプログラムや図˻に示したɀ

ʹ価ǟの計ɏな_を扱った。	

	 実践では計ɏŴを確認して順Ȧにſってプログラム

をßるというß業をƋ定していたが，実態はプログラ

ムの例をǫêしてɟnɆてることが中ƃであった。	

	 今回の実践はプログラミングの実習にかけたǅ˘は

４ǅ˘程度であったため，選択Ǩˁ・ęƁǨˁはʠǂ

を中ƃに行なったため，実習の形では¹ŝに取りɟむ

ことができなかった。プログラミングに_れくらいǅ

˘をĉく事ができるかは今żの課題になると考える。	

	 生徒は �cratch の¢ロックをʘしにɟn合わせ，見

本をǫêすることで，プログラミングのǨˁに一定の

関ƃを持ったと考えることができる。Ōめに示した目

的の中ではプログラミングの考え方にʎれることは達

成できたと言える。Ùし，具体的なǨˁや科学的な理

解まで言及するにはもうŤし生徒が �cratch な_のプ

ログラミングにƐれていることは重要である。Ā等教

育とĈǍ中等教育とのƧɦが高等学校のプログラミン

グを扱う際には重要になると考える。	

	

	

	

	

	
	

	

図˻	生徒に例として示したプログラムの一つ	

	

�	\科�情報科のsqxor(/&-'Y度y	

z	 実践の`的	

	 情報科の学習指導要領には他教科と関連させた指導

をすることについて言及されている。情報の科学の実

践の中で言及しきれなかった，「身ʺな計ɏや手ɦきの

流れを整理し，ɒ単なプログラムでʃ現すること」を

実践の目的とした。また，情報社会を生きて行く上で，

情報技術に対し基礎的な理解や正しい知識を身につけ

ることがņ切であることはĈʼした通りである。	

	 ここで，情報技術の「基礎的な理解」に重点をおい

て理科の内容でプログラミングを行うこととした。科

学技術にはコンピューターで行う計ɏとśƧに関わっ

ていることを認識することもƋ定している。	

{	 実践授業�	

	 本実践は化学基礎で行なった。情報の科学と化学基

礎はいずれもĤ一授業ɵ（ɿɵ）による実践である。	

についてʎれる。ʃ 10 にて化学基礎のȎ度を扱う単元

のǨ成を示した。このĈにはȘʭ˓を学んでおり，こ

のżはȘʭ˓とȎ度がɡびつく形になる。そのˆ程を

単元として示している。	
	 	 	 	 	 ʃ 10˶化学基礎単元Ǩ成	

１ǅ˘目	 ʭ˓�ーセントȎ度の解ʠ	

２ǅ˘目	 Ȏ度のŴをプログラミングでʃ現	

˹ǅ˘目	 ʭ˓�ーセントȎ度の問題ȋ習	

ª°Ȏ度の解ʠ	

４ǅ˘目	 ª°Ȏ度と化学ęƅŴ	

	１学年の化学基礎での実践報ĩである。本実践はĈ

Ǵの情報の科学の実践を行っていたǅǍとklĤǅǍ

にÀ行して行っている。ʃ 9 とʃ 10 の単元Ǩ成をǅɗ

ÿにまとめるとʃ 11 のようになる。	
ʃ 11˶情報の科学・化学基礎単元Ǩ成	

１ǅ˘目（情報科）	 スクラッ�にʎれるǅ˘	

２ǅ˘目（情報科）	 順次Ǩˁと計ɏ（ˢ積・体積）	

˹ǅ˘目（情報科）	 順次Ǩˁと計ɏ（ȃʪɀ率）	

４ǅ˘目（理科）	 ʭ˓�ーセントȎ度の解ʠ	

˻ǅ˘目（理科）	 Ȏ度のŴをプログラミングでʃ現（順次

ǨˁのƁ習）	

		本実践ではʭ˓�ーセントȎ度をǹめるプログラム

をß成するという内容で行った。題材を選定した理由

はĢ教科の関連性を見üし，身ʺなôŴをプログラム

でʃ現できることを捉えてもらうこと，ǨˁがǷʷ的

ɒ単であることである。	

	 プログラミングをするためにはまずǊÛ限のプログ

ラムをƘƮしている必要があるため，情報科では順次

Ǩˁのɒ単な計ɏをさせるプログラムをß成するŀˢ

まで授業を行った。ʭ˓�ーセントȎ度は教科書のô

Ŵ通りの計ɏをプログラミングするために順次Ǩˁが

理解できていれeɻい点が，Ĉʼの「ǨˁがǷʷ的ɒ

単」な点である。	

	 ʃ 11 の１ǅ˘目@˹ǅ˘目はテキストを用いてプ

ログラムを例示した。ここでは見本通りにプログラム

をǫêすることを内容とした。実際に¢ロックをɟん

だœ成したプログラムをʸせたプリントをˏŬしてい

る。これをǫêすることでɒ単な計ɏプログラムにな

れることを意図している。Ǌɞ的には学習ɵのũňで

プログラムをß成することが目標であるが，まずは要

領を捉えることを重ʉした。また，コンピューターș
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ǋのȋɏʔĠのƁ習や変ƶのß成な_も必要にƅじて

示している。	

	 ４ǅ˘目は化学基礎での，ʭ˓�ーセントȎ度のʠ

ǂのǅ˘である。プログラミングにつながる手Ɇてと

して，ǘ書にはſǕのȎ度のôŴに加え，フロー�«

ートも示すことで。プログラムをɟむ際の見通しとな

るようにした。（図˼）	

	

	

	

	

	

	

	

	

	
図˼	 授業のǘ書（ğíはフロー�«ート）	

	

	 ˻ǅ˘目は理科・情報科_Xらも今までの知識を用

いてプログラムをɟむ内容である。	

	 今回はǫêするプログラムの例をʸせたプリントの

ˏŬは行なっておらず，Ĉ回の学習内容を˩りにして

プログラムをɟむことや，計ɏŴをʃ現するようにし

た。今までの学習でも自分で一からプログラムをɟむ

ということは行なっていないȚǼであった。	

		実際の授業において，生徒はÄめ図˼のフロー�«

ートを�ートにǳしており，ÝÉかの生徒は図の内容

をもとにôŴをŷてはめてプログラムを考えることが

できていた（図˽及び図˾）。フロー�«ートがプログ

ラミングを考える�ントとなっている事が改めてわか

った。この点では，身ʺな計ɏや手ɦきの流れを整理

し（フロー�«ートの利用），ɒ単なプログラムでʃ現

することの目的をȉたすことができたと考える。	 	

	 一方でÝをすべきかわからない生徒もいたので，Ȫ

ǘのǘ書や情報の科学で以Ĉ用いたプログラムの参考

例が示してあるプリントを用いて，é別対ƅをしてい

る。流れがわかっている生徒はŤない�ントでもǷʷ

的ǁいǅ˘でプログラムをɟんでいた。	

	 情報の科学におけるプログラミングの授業は，プロ

グラムの見本をȲØすることや，一ˍ分を書きƭえる

といった内容を中ƃとして行っていたことから，見本

なしで一からプログラムをɟnɆてるのはŤしˠしか

ったようである。	

	 また，「これは意Īがあるの̃」という問いかけをし

た生徒もいたが，現Ïの科学計ɏは計ɏ機においてņ

ʈǫな�ミュ±ー�­ンや計ɏが行われている。今回

のȎ度の計ɏは手計ɏやˡĒのようなɒǃな計ɏ機で

計ɏできるものであるが，「科学技術にはコンピュータ

ーで行う計ɏとśƧに関わっていることを認識するこ

と」をȉたす点では，プログラミングの実用的な˅用

や計ɏを行う意ɰな_も普Ǵの授業ǅ˘において意識

させるũňもǹめられる。この点のũňとは例えe，

理科の科目であるȘ理や化学（４単Úの理科）は高等

学校の理科科目の中でも計ɏがŅい分野である。Ť;

ȓ˟な計ɏŴもȜしくはない。このようなȚǼでプロ

グラムによる計ɏを考えられれe，利å性を認識する

事がĞ能ではないかと考える。	

	

	

	

	

	

	

	
	 	 	 	 	 	 図˽	 生徒のưß画ˢ	

	

	 	 	 	 	 	 	 	

	

	

	

	
	

	

	 	 	 	 	

	

	 	

	 	 	 	 	 図˾	 生徒が実際にɟんだプログラム	

	

�	g?	

z	 社会�情報における実践x実践授業z�}yのg

?	

	 実践授業の１@４は宮城県総合教育センターが示す

情報活用能力の「情報活用の実践力」に対ƅしている。

「情報社会の発展に積極的に寄与する」という点から

グラフな_から情報を整理・分析をし，判断にɬげる

力を育成することの教材を検討していた。	

	 授業実践１@˹を通してǶ回ȧなる課題をƬ示した

が，ʡn取るべき観点はĤじである。まずǊÛ限の情

報をʡn取る際にはŖ観的に判断できるƶëに注目す

ることをɭりʻしŶʣしていた。これを主にȅć指導

や課題に取りɟむ際の注意事項としてǶ回示していた。	

	 このような具体的な注意ıʯをɭりʻすと生徒はま

ずはƶëに注目するようになった。また，単元を˄め

ることにより，情報社会と関わxうとしているƎƋ等

のʔʼもワーク�ートに見られるようになった。	

	 実践授業４の項目では回を重bると情報を細かく分

析することがŤしずつできるようになっていることを

示した。	

	 情報を分析する際には分析する観点をɭりʻし指導

することは必要であったが，ʃ˻の観点は一ʨして小

テストのəˢにƩʸしている。このように観点を示す

事で課題に見通しを持って取りɟめたと考える。 
	 以上から，教材やĢ指導を通してグラフな_から情

報を整理・分析をし，判断にɬげる力の育成ができた

と考える。	

{	 情報の科学.5学9aにおける実践x実践授業~�

�yのg?	

	 実践授業の˻と˼は宮城県総合教育センターが示す

情報活用能力の「情報の科学的な理解」に対ƅしてい

る。情報技術に対し基礎的な理解や正しい知識を持っ

て情報社会で活用することのできる能力を育成するこ

とを目的とした。授業実践˻、˼で示した通り高等学
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校Ǵ˜までの±デ~ネスはņきくŪğされる。	

	 また，他教科との関連させることで科学技術のÌɟ

nに対して関ƃを持つ事や理解するという点ではČǛ

的であると思われる。「情報社会」は情報の「科学技術」

にƱえられて成Ɇしている一ˢもあるため，その�ッ

クグラ�ン�の理解は改めてņ切であると考える。	

	 課題点としてはプログラミングの思考に言及する要

ɚがŤなかった点である。化学基礎との関連という観

点においても図˼のようなフロー�«ートはǘ書事項

としてƬ示していたこともあり，Ýかしらの手Ɇてを

持って生徒がǧbフロー�«ートをƫけるȚǼにした

方がプログラミングを行う上での思考がさらに育めた

と考える。Ùし，生徒はフロー�«ートを参考にプロ

グラミングを行なっており，プログラムも正ŭにčß

したので，フロー�«ートからの情報を˩りにプログ

ラムを考えるという点での思考は身につけることがで

きたと考えられる。フロー�«ートのような発Ƌの図

と実際のプログラムをしっかり関連させることができ，

さらに自分の思考を図な_で整理することがɡびつけ

e思考の方もȄめることができると考えるが，この点

は今回の実践の課題となった。	

|	 「情報社会の発展に積極的に寄与する」態度を育

む教材に���のg?	

	 本ȸɄでは「情報活用の実践力」と「情報の科学的

な理解」の観点で教材を検討した。これを総括する。	

	 情報活用能力は科学的なĕ理や情報そのもののĦき

合い方をしっかりと学ぶ必要があることがわかった。	

	 現任校の生徒も含め，高校生のŅくはスマートフ�

ンやタ¢±ットɈǐな_�ンターネットにƧɦできる

デµ|�スをƓǋしている。よっていつでも_こでも

ɒ単にǰしい情報をƀることができる。ɒ単に情報を

ƀられるが，正しい情報の見方や解釈のÌ方はあまり

意識していない。定Ǎʘ˰で生徒に書いてもらったコ

©ントをもう一度必要なˍ分を示す。	

・ テ±�な_で�ッとグラフをüされると見た目の

まま信じきっていた自分がいて́中ȥ̂しっかり

見て行きたいと思います	

・ それUれのグラフにあった用ʿがある	

	上Ǵのコ©ントにȴ目するとテ±�を例にしている

がテ±�な_でグラフをüされても「見た目のまま信

じきって」しまう。そのようなことから「しっかり見

ていきたい」とɡんでいる。学習を通じて「グラフを

しっかり見る」ことを学んでいるのである。このよう

なきっかけを与えることができた。	

	 ¼Ǵのコ©ントもそれUれのグラフにあった「用ʿ」

があるという点を指Ưしている。このʔʼより，グラ

フにはȧなる用ʿがあることにȤ意する必要があると

いうǸ付きであると解せる。	

	 このような解釈からも情報の活用のÌ方を学ぶこと

ができたと言える。	

	 科学的なˍ分ではコンピューターの�ステムや�フ

ト��}はプログラミングにより成Ɇしていることを

基礎知識として示すことやフロー�«ートとプログラ

ムの関連をしっかりさせることが課題となっている。	

	 今回は実施科目も実施学年もȧなるが，新カリキュ

ラムの「情報Ⅰ」では全て総合して扱う形になる。情

報を分析すること，ĕ理を知ることな_は情報を活用

する際にはƝさえておくべき能力である。今回の実践

を総括すると情報を活用する能力を育む際の情報の見

方，活用のÌ方，活用していく態度はǧb教材のƬ示

で育むことができたと考える。しかし，問題解決の手

法やその中でのプログラミングをする上での考え方を

身につけるためには実践授業の中でもǅ˘と手Ɇてを

ũňする必要があった。プログラミングを中ƃに言及

したŀ合の課題となる。情報の分析方法を学習するこ

とでグラフ等に関ƃを持つことにつなげることができ

たので本実践や用いた教材は「情報社会の発展に積極

的に寄与する」態度を育むきっかけとなったと総括で

きる。 
	

�	C].7gK[	

ʮľáġkか（2017）˶「高等学校情報科用	 Ƹˍ科学

Ȱ検定Ȇ教科書	 情報の科学」東京書ɓ 
ďťìŹkか（2006）˶「学びをŵきüす学習評価」 
図書Ƹ化 
平Ȳǎň（2003）˶「教育評価の˲ȵ図評価コストをʶ

ȇするための一つのʘǡ」 
ɉ内ƵÉkか（2016）˶「高等学校理科用	 Ƹˍ科学Ȱ

検定Ȇ教科書	 改訂新ɪ化学基礎」東京書ɓ 
ľĮň（2019）˶「新訂一ǚ¥ートフ�リ�評価 OPPA
一ǚの用əのĞ能性」東Ȁ˯üȖ社 
宮城県総合教育センター「宮城の情報活用育成��ト」

（http://www.edu-c.pref.miyagi.jp/midori/jouhou/iku
sei/toutatu.html） 
ǓǗŇˌkか（2018）˶「プログラミング教育が変える

Ŏ_ものǏǕ」ǞŴ会社ɲǿ社 
Ƹˍ科学Ȱ（2018）˶「高等学校学習指導要領解ʠ情報

ɪ」 
 

－160－


